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の
自
主
公
演
「
三
日
月
会
」
（
木
戸
三
○
○
円
）
九
日

柳笑亭のファンはなぜか美人が多いのだ。< ソラ、ワテラ男前がハリキッテマッサカイ＞
若手落語家

聞
こ
う
と
い
う
お
宝
寓
さ
ん
ば
か
り
だ
か
ら
語
る
方
も
熱

が
客
編
数
を
ジ
ロ
リ
。
も
う
か
る
は

若
い
お
嬢
さ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
、
落
語
好
き
の
お

ご
ゆ
っ
く
り
ど
う
ぞ
〉

の
笑
い
に
み
ち
た
心
暖
た
か
な
正
月
の
夜
が
更
け
る
。

が
入
り
、
客
『
も
ど
っ
と
来
る
。
ぜ
い
た
く
き
わ
ま
り
な

い
寄
席
な
の
だ
。
そ
れ
で
も
税
務

ば
、
師
匠
は
ウ
ラ
で
太
鼓
を
た
た
き
テ
Ｉ
ブ
を
回
し
、

木
戸
の
呼
び
込
み
、
ほ
ど
な
く
三
十
人
程
で
開
幕
す
れ

興
一
灯
ぶ
り
。

っ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
は
ん
達
と
い
ろ
と
り
ど
り
。
落
語
を

は
か
け
出
し
の
「
つ
ば
す
会
」
（
木
戸
百
円
）
と
い
う

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
／
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ノ
．
エ
ー
木
戸
銭
は

に
声
を
張
り
あ
げ
る
。
常
席
は
毎
月
十
一
日
’
十
五
日

三
○
○
円
、
後
十
五
分
で
開
演
で
つ
せ
ェ
」

〈
注
／
く
わ
し
く
は
本
文
蛎
頁
ｉ
妬
頁
の
ル
ポ
読
物
で

「
エ
ェ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
話
が
始
る
。

（
木
戸
五
０
０
円
）
の
五
日
間
、
三
日
か
中
堅
落
語
家

〈
柳
笑
亭
〉
の
木
戸
口
。
戎
さ
ん
へ
お
詣
り
の
通
り
客

客
席
は
、
常
連
の
中
学
生
や
、
フ
ァ
シ
ョ
ナ
フ
ル
な

満
席
印
人
と
い
う
ミ
ニ
小
屋
に
出
演
す
る
落
語
家
が

こ
こ
は
兵
庫
の
柳
原
、
上
方
落
語
を
守
る
ミ
ニ
寄
席

署
の
お
っ
さ
ん
二

ず
ア
ラ
ヘ
ン
柳柳
笑
亭 人
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▲オペラ通り、東京銀行パリ支店附近よりオペラ座を眺める

料理のメッカパリへ
1 9 7 4 年1 2 月3 0 日。１７時間におよぶジャンボジェット機

の旅を終えて料理のメッカ、パリに降り立った。
街並みは整然としたなかにも格調の高さと伝統を誇り
近世世界文化中心の面影を保つのに、パリッ子達がいか
に大きな努力をしているかがありありとうかがえる。
料理とサービスに全霊をうちこんでいる小さな私の店
が、両面においていかほどの水準にあるか、さらに本来
のフランス料理のあり方を研修し、将来の経営に資する
のがこの旅の目的である。一生の仕事として考える時、
思わず身のひきしまるのを禁じえない。マキシム、ブー
ケ、パリの市場、カフェテリヤ等順を追って何回かに分
け、感じたことをのべていきたいと思う。〈岩田正崇＞

ノ

盾
百

iｉｒＩ
０Ｆ，

鹿R ･

lIL黒

、

午前1 1 時～午後９時3 0 分まで
日曜･ 祝祭日は正午～9 時3 0 分
神戸市生田区栄町ｌ－５－３
ＴＥＬ（0 7 8）3 2 1 - 3 2 0 7～８

髄

灘 鞭発，

州暇８０Ｋ
うりク東店

‐
Ｉ
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昼
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画
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１
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ビーフステーキの店
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匡司匿司F宝司ﾛ胃?弓w雲~Ｗ雲~司乏豚 召《 、
目９肉とワインシリーズ

一一

さわやかな
ぶどうの香り

センハイマー・ローゼンハング( 白）面

罵奉茸冒蔑篭

炉
￥２，０００

ドイツ、ピィロート社より直輸入して
いるモーゼルワインです。少し酸味が
強いですが、さっぱりとしていてさわ
やかなぶどうの香りがステーキの味を
より－層ひき立ててくれるでしょう。

ステーキハウス

川"w義
生田区下山手通２丁目3 4 ( トアロード）

壷３３１･ ７１６８
月曜日休みＬ ノ

鉄板焼肉用タレ好評発売中／
ごまだれ･ しゃぶしゃぶのたれ各3 8 0 円

綴
取扱店
デリカテッセン
（トアロード）
京阪神大丸・そ
ごう・阪急各食
料品売場
有名肉店
塚口・夙川各い
かりスーパーマ
ーケット綴
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同地

、

白いビアゾl ごつどう……あな７Ｅとあなﾌ 屋と。そしてバニガールのビアゾバー。
あな7 Ｅの新しい夜の歴史を演出する。そこが《ＰＵＢ》ロイヤルなのです。
ﾖ厚醐笹蚕ﾖ国Ｉ

<三宮店〉
■５０．円の明朗会計( 各種クレジット加盟店）
●ハンバーグ￥ 5 0 0 ●カニ ｺ ロッケ￥５００
●チキンバスケット￥ 5 0 0
●水制( オールド）￥5 0 0 ●ビール￥5 0 0
●ブランデー( Ｖ．Ｓ．Ｏ．Ｐ．）￥5 0 0

■賀[ 分よく楽しめるキープP ボトルシステム
●サントリー･ オールド￥6 . 0 0 0
●サントリー･ リザーブ￥6 , 0 0 0
●ヘイグ￥6 . 0 0 0
●カナテ' イアンクラフー￥6 ｺ 0 0 0

回ユニークで簡単な会具システム
< 会員資格＞男性2 5 才以上女性2 0 才以上
〈年間ライセンス料＞男性3 0 0 0 0 円女性1 , , 0 0 0 円
年聞ライセンス料をお納めいただくだけで正会
風。ご米店のI 塀のＶＩＰチャージ( ￥5 0 0 ) が無料
になり､ チニーンj 吉にもメンバーとしてご利用
いなだけます。

ノ

〈月～金>'７:00～|:００〈土>'７:00～2:００〈日＞１７:00～24:0O
阪急三宮駅西口前、レインボーブラザビル６Ｆ07 8 ( 3 3 2 ) 1 2 5 1
●チェーン店
パブロイヤル< 梅田店〉梅田花月劇嶋前ウ: メタン壱スビル3 Ｆ
ＴＥＬＯ６（３１２）１５２１
パブロイヤル< 堺束店＞堺束，土居川公阿前( 民芸すし半となり）
T E L O 7 2 2 （2 2 ）3 0 4 1
パブロイヤル< 千日店〉千日前．元大劇北どなり、パレ逢阪ビル3 Ｆ
ＴＥＬＯ６（6 4 3 ）５３５８
ＤＡＩＷＡＪｌＴＳＵＧＹＯＣＨＡｌＮ

、;iザ蒜〔ﾔ撫畷鎮幾撫店.干騎橋店(大阪）

1１ ！一ル誌詑◎イラレプ コトブキ
三責Ifル

Ｎ

半
十n - r r r r r

；
交通センター

そごう
百負r 店

急
駅宮

阪
三 国 ｜

｜》
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神戸市灘区山田町３丁目ｌのl5TEL821-6426；スパケテイ・ピラフ………500円その他ドン．フアン特製の；
Ｌ”撫側川鷺罵雪肌迄；脇胴剛剛珊……密繍罵#騰…ノ

遡寒
＝＆塵

壱
一可

宅

ドン・ファンのスペイン風な雰囲気を愛する六甲
住人のゆたかな洋酒を楽しむひととき。
左より二人目簡牛千秋さん(日本チバ･ガイギ㈱)中川時雄(神戸外大助教授)夫妻

d r i n k a n d s n a c k ８…. …………………. …. ……………………………………………………. . ………、
恵一子の店ドン．ファン；Ｍｅｎｕ●T e a ｔｉｍｅ●D r i n k t i m e ；

1､川副剛裳‘観:::：鰯潔臓

Ｆ－司六甲の出受会し、フＬ 』

ー

Ｔ
ｑ
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1 まご予算に合せて

罫
味
美
味
し
い
だ
べ
も
の
香
り
高
い
銘
酒
静
か
な
対
話
暖
だ
か
い

く
つ
ろ
ぎ
新
し
い
シ
ス
テ
ム
安
心
で
き
る
料
金
そ
し
て
一
番

大
切
な
も
の
は
あ
ふ
れ
る
誠
意
で
す
。

し

左
べ
も
の
香
り
高
い
銘

新
し
い
シ
ス
テ
ム
安

の
は
あ
ふ
れ
る
誠
意
で

だ
く新

フー
ム

漣

静
か
な

暖
そ
し

●キャンティ地図

●ランチタイム￥6 ０￥9 0 0 ●テール久一プ
Ｏ●キャンティライス（チーズトースト‘
( サラダ△コーヒ付）ワイン付) ￥g o o ●．
￥9 0 0 ⑥侭牛』チーズ焼一上・紅茶￥3 0 0

予約制テイパーテイ￥ 6 0 0 より
( 5 0 名様迄）ディナーパーティ￥２，０００より

金 3 ３１－２１２２．３３１－３６６１

小集会・パーティ

キャンディ北店
●

ご利用下さい。 担当飯尾・萩原

職 にhid､+i榊噛※■

ティータイムＡＭｌｌ：００～ＰＭ６: ＯＯＴＥＬ３３Ｉ－２１２２

L--l蝉本店神戸市生田区北長狭通２１３〈年中無休＞
ＴＥＬＯ７８(39 1 ) 3 0 6 0

北店神戸市生田区下山手通３丁目８－９〈月休日＞ F画童Ii哩乞
ノ

ドリンクタイムＰＭ６ : ００～ＡＭＩ： O ０ＴＥＬ３３Ｉ－３６６１ｉ－＝－＝－－毎画
、
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／ －、ラ毎タ| ､ 商品を直輸入で免税店のムードと｛面格でお気軽| こ・

－ノ{ …ユ室! ＝

霊雲議_」 へ＝』『ニアョ

１［

午○

癖
d

1iIi

』
宮

》

ｂ

。

》
７
１

二
Ｉ

胆

五＝

脈凸』

凸

－２秤

:金』

' 五$

I 聖

．

脇

ツション衣料・スカー
フ・ハンドバッグ・洋
服地他

雨戸画;’国鉄元町駅

｜i」
耐

一
Ｉ
Ｌ

パ リ・ロンドン・ニューヨーク・香港など世界の有名
ブランドを流通マージンのカットによる直輸入で直接
あなたにおとどけするセイホクシンの会員制販売をご
利用ください。

､ ４１z淡ﾝ ﾒ ﾝ 鞭言うワールドセレクシ三ヨン
フフフーストクラス

■会貝のお申込みは
個人正会貝（１名記名式）１万円（有効２年間）
会貝の方は、海外有名商品を、海外価格（輸入諸
チャージをふくむ）でお求めになれます。
また、メンバーズサロン・ファーストクラスのI 爾
品即売、商品相談をご利用いただけます。

腫曲門歯蕊塞神戸市生田区北長狭通4 丁目１５西北神ビル
電話( 0 7 8 ) 3 3 1 - 3 0 1 1 〈元町駅山側＞
西ｺ ﾋ ｷ 申株式会社
神戸市生田区北長狭通4 丁目1 5 西北神ビル1 0 階
電話( 0 7 8 ) 3 3 1 - 8 0 2 1

｜,｜‐画･葺琴.驚・軍
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ョ
コ
レ
ー
ト

薯 ひ
元
町
の
憩
い
の
場
純
喫
茶

と
て
も
う
れ
し
い
演
出
を
し
て
く
れ
る
の
が
、
サ
ン
ト
ス
な
ん

ピ
ピ
ッ
と
さ
え
ず
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
恋
人
ど
お
し
に
は

で
す
。
港
か
ら
二
人
し
て
散
歩
し
て
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
瑚
排

Ｊ
ロ
と
の
ｎ
ソ
＋
エ
キ
９
Ｌ
今
⑥

接
、
手
渡
す
の
が
は
ず

サ
ン
ト
ス

ト
ヘ
と
い
う
便
利
な
の

を
ひ
そ
か
に
待
っ
て
い

の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
る
…
…
。
神
戸
の
街
っ
て
素
敵
だ
わ
。

卜
に
愛
を
こ
め
て
。
直

は
っ
て
そ
の
ま
ま
ポ
ス

か
し
い
方
は
、
切
手
を

る
彼
へ
、
チ
ョ
コ
レ
ー

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
僧

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ズ
デ
イ

モ
ロ
ゾ
フ

東
灘
区
御
影
本
町
６
丁
目
ｎ
番
廻
号
一
ピ
ノ
ッ
キ
オ
鑑
区
詑
娃
‐
’
○
一

ａ
醐
・
１
５
９
４

れ
ん
が
道
が
う
れ
し
い
元
町
通
を
歩
い
て
い
る
と
、
小
鳥
が

｡ い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か

。
あ
な
た
の
告
白

■

Ｐ
ｄ
日

園ｊ秘庖jL輿

ｑ
元
町
１
番
街
ａ
鋤
・
１
０
７
９
｜
シ
ン
ワ

’
1粥
！

ｉ
Ｊｌ〃･ 回

炉
一
『
側
鶴

が

１１

ｰ 一

－ －

咲
い
た
プ
リ
ン
ト
の
ワ

キ
オ
特
製
サ
ド
ヤ
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
、
魅
惑
の
夜
を
過
ご
し
ま
れ

ち
あ
わ
せ
、
ト
ア
ロ
ー
ド
を
歩
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
の
ピ
ノ
ッ
キ
オ

ん
ピ
ノ
ッ
キ
オ
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
を
食
べ
な
が
ら
、
こ
れ
も
ピ
ノ
ッ

へ
・
神
戸
ビ
ー
フ
と
魚
が
た
っ
ぷ
り
の
「
神
戸
っ
子
」
（
も
ち
ろ

０
世
界
の
服
地

今
夜
の
デ
ー
ト
コ
ー
ス
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
元
町
駅
で
彼
と
待

己
ピ
ッ
ツ
ァ
ハ
ウ
ス

畷、，園圃鰹恩６Ａ ノv
ｇ

■

K、 ． 園園 ’ 週 唾

セ
ン
タ
ー
街
店
云
測
・
３
Ｏ
９
８

さ
ん
ち
か
店
冠
捌
・
５
２
５
４

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
？

．
な
ら
わ
か
る
で
し
よ

か
し
し
て
出
か
け
た
い
。

バ
ラ
の
花
が
き
れ
い
に

う
。
世
界
の
服
地
が
、

ど
こ
よ
り
も
安
く
、
そ

そ
ん
な
気
持
ち
は
女
の

り
美
し
い
私
で
い
た
い
。

の
上
い
い
品
ば
か
り
と

い
う
シ
ン
ワ
で
、
お
め

ン
ピ
ー
ス
な
ん
て
い
い

こ
の
日
は
い
つ
も
よ

ノ

瀞
Ｉ

T Ｉ

1Ｆ

: 懲蕊

画

i■．‘

｜■

季

一
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▼プレゼントのお知らせ

L蕊議議ｆ

彼、これを食べたらとてもロマンチックになるんですっ
て……。贈ったら勝よノミルク、スイート、コーヒー
e t c 純チョコレートがハートの型で。モロゾフよりフア
ンシーパレンタインを2 0 名様にプレゼント。‘住所､ 氏名、
年令、職業をご明記の上、〒6 5 O 神戸市生田区束町1 1 3 の
１大神ピル７Ｆ月刊神戸つ子プレゼント係までお莱書で
お申し込み下さい。〆切は２月2 0 日です。

▼
な
ぜ
二
月
十
四
日
な
ん
だ
ろ
う
…
．
：
？

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
古
く
か
ら
、
こ
の
日
か
ら
小
鳥
が
発
情
す
る

と
い
わ
れ
て
愛
の
告
白
日
と
た
り
三
世
紀
ご
ろ
皇
帝
ク
ラ
ウ
テ
ィ

ウ
ス
の
圧
迫
に
よ
っ
て
殉
教
死
し
た
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
記
念
Ⅱ

と
結
び
つ
い
た
も
の
と
い
う
。
は
じ
め
は
親
子
が
愛
の
教
訓
と
感

謝
を
書
き
し
る
し
た
ノ
ー
ト
を
交
換
し
あ
う
習
慣
だ
っ
た
が
二
○

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
男
女
の
愛
の
告
白
日
と
な
り
、
と
く
に
女
性

が
男
性
に
愛
を
告
白
す
る
唯
一
の
日
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

瀞騨議ｉ識織鍵噸
２月１４日

霧 一＞／ハロ ' 一卜瀞

▼
ス
ミ
レ
の
葉
に

愛
の
言
葉
を

二
月
卜
内
日
の
セ
ン
ト
・

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ズ
・
デ
ー
は

愛
し
合
っ
て
い
る
人
た
ち
が

互
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る

Ｈ
で
す
。

花
と
し
て
は
、
ま
つ
赤
な

バ
ラ
や
、
セ
ン
ト
・
バ
レ
ン

タ
イ
ン
が
牢
獄
か
ら
ス
ミ
レ

の
葉
に
愛
の
こ
と
ば
を
書
い

て
愛
す
る
人
に
贈
っ
た
と
い

う
い
わ
れ
に
ち
な
ん
で
、
ス

ミ
レ
の
花
が
お
も
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
親
し
い
好
き
な

方
に
ハ
ー
ト
型
を
美
し
く
ポ

イ
ン
ト
に
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

L ○ＶＥＹ○Ｕ

聯わたしと．．。
Ｓ↑・Vqlenfine'ｓｄｑｙｉｎＫ○BＥ
そっとあたためてきたあまたの心を
今日こそは彼に伝えましょう。

▽
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

贈
り
ま
し
ょ
う

こ
れ
は
き
っ
と
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
メ
ー
カ
ー
が
つ
く
っ
た

お
話
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
の

噂
が
ヒ
ン
パ
ン
で
す
が
、
で

も
一
一
ツ
ポ
ン
で
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
に
、
女
の
コ
か
ら

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
さ

か
ら
わ
ず
に
そ
う
し
ま
し
よ

』
っ
。神

一
戸
で
は
、
ヤ
ン
グ
は
も

ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
ミ
セ
ス
が

と
っ
て
も
美
し
い
ん
だ
な
。

そ
ん
な
、
す
て
き
な
奥
さ
ま

が
赤
い
ハ
ー
ト
の
ケ
ー
ス
に

入
っ
た
チ
ョ
コ
を
ダ
ン
ナ
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
。
そ

ん
な
街
で
す
よ
ね
。
神
戸
っ

て
。
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奪 力Ｘヤ
三宮方面でのお買物は…
さんちか店ファミリータウン３９１－４０４５
三宮店市街地改造のため仮店舗にて営業中

元町方面でのお買物は…
元町店元町通３丁目山側３３１－００９０
パンブウ店元町通１丁目不二家前３９１－０７ｓＢ

神戸駅前方面でのお買物は…
サンコウベ店神戸駅前地下街ｇ５ｌ－ｓｏＯ２

お子様の幸福を願って……

三月ひな人形

■一■一■一■一■ _ ■一画一■■■嵐■■■■■■■■■■■

二
三
一
一
一
一
■
■
｜
■
一
■
■
■
■
■
■
■
■
■

一
■
■
■
一
『
三
一
■
『
」
’
一
一
一
一
一
■
■
■
■
■
■
■

三
三
一
一
■
■
一
一
■
■
■
■
■
■
一
一
一
一
一
■
■
■
■
■

一
一
一
町
■
一
一
一
・
二
一
一
・
『
一
一
一
一
一
画
一
一
・
｜
■
■
■
■
■

ロー
■

■
、

一
・
一
・
一
一
一
一
一
。
．
■
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一

■■

■
■
■
■
■
■
一
一
『
一
・
｜
一
宮
『
■
■
■
■
■
二
一
■
｜
■
■

■
■
■
■
■
■
■
二
一
二
一
二
一
一
■
■
■
■
■
■
『
二
・
一
・
一

日
日
一
Ⅱ
一

■
二
二
’
■
■
■
■
房
』
国
■
■
■

．
・
１
。
■
■
■
■
軍
一
■
■
凸
■
■
画
■
■
「
』
一
一
一
一
一
■
■
』
一
』
』
Ｆ

》
■
■
、
一
ロ
ロ
国
一
■
『
国
】
国
『
■
■
□
■
』
■
■
・
国
中
■
■
・
■
■
ロ
ョ
ロ
ロ
ロ
一
ロ
一

Ｅ

〃
宮
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肱
噌
識

神
戸
に
は
六
十
カ
国
の
人
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
る
。
街

角
で
世
界
各
国
の
人
た
ち
が
様
々
な
言
葉
で
挨
拶
を
交
わ

し
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
ぶ
り
の
ア
レ
コ
レ

を
披
露
し
て
く
れ
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
商
用
な
ど
で
短
期

間
だ
け
神
戸
に
滞
在
す
る
人
た
ち
も
多
い
。
が
、
す
っ
か
り

神
戸
に
と
け
込
み
、
神
戸
っ
子
の
一
員
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
、
神
戸
を
愛
し
、
神
戸
で
の
生
活
を
愛
す
る
い
わ
ば

″
エ
ト
ラ
ン
ゼ
神
戸
っ
子
〃
も
多
い
の
だ
。
そ
ん
な
彼
ら
の
生

活
ぶ
り
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

今
月
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
を
訪
ね
る
こ
と
と
な
り
、
デ
ン
マ
ー

ク
領
事
ピ
ー
・
エ
フ
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
（
国
・
句
．
』
ｏ
高
畠
、
○
口
）
さ

ん
の
お
宅
に
お
邪
魔
を
し
た
。
国
鉄
摂
津
本
山
駅
か
ら
車
で
五
、

六
分
。
半
世
紀
以
上
も
前
に
建
て
ら
れ
、
赤
ペ
ン
キ
で
縁
取
り
さ

れ
た
家
は
夕
暮
れ
の
な
か
で
と
て
も
浦
酒
な
感
じ
だ
。
こ
の
日
、

ミ
ス
タ
ー
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
は
商
用
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
へ
出
掛
け
て
お

留
守
な
の
で
ミ
セ
ス
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
（
詞
眉
目
旨
﹈
呂
目
印
の
目
）

か
ら
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
と
な
っ
た
。

◇

ミ
セ
ス
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
冒
胃
の
耳
目
』

生
ま
れ
。
こ
の
町
は
香
港
島
の
よ
う
に
本
土
と
島
と
を
フ
ェ
リ
ィ

で
結
び
、
ヨ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
夏
場
は
大
い
に
賑
わ
う
と
こ

ろ
だ
そ
う
だ
。
一
九
五
八
年
一
月
六
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
と
し

て
赴
任
す
る
ミ
ス
タ
ー
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
と
共
に
来
神
。
そ
の
二
週

間
前
に
結
婚
し
た
そ
う
で
、
以
後
十
七
年
間
ズ
ッ
と
神
戸
に
住
ん

で
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
は
夏
場
に
し
か
帰
ら
な
い
。
冬
は
暗

い
。
何
し
ろ
十
月
か
ら
四
月
ま
で
は
午
後
四
時
と
も
な
る
と
真
暗

な
の
だ
。

日
本
語
は
か
な
り
し
ゃ
べ
れ
る
が
、
読
む
こ
と
は
サ
ッ
パ
リ
駄

目
で
す
と
い
う
こ
と
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
が
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
を

務
め
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
尋
ね
る
と
、
何
で
も
、
ヨ
ハ
ン
ソ

ン
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
南
の
方
で
デ
ン

マ
ー
ク
領
と
隣
接
し
、
言
葉
も
デ
ン
マ
ー
ク
説
り
、
さ
ら
に
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
へ
は
フ
リ
ー
パ
ス
で
行
き
来
が
で
き
、

日
本
人
の
感
覚
か
ら
い
う
と
隣
の
県
へ
行
く
よ
う
な
感
じ
で
、
そ

ス
ベ
ン
ス
ク
と

神
戸

森
と
湖
の
国
か
ら
コ
ン
ー
ー
チ
ワ

〈
デ
ン
マ
ー
ク
領
率
ビ
ー
・
エ

を
た
づ
ね
て

鑑
蕊
露
も
群
群
擁
需
溌
縄
翻
溺
煽
壌
縄
話
型
睡
１
．

》
鍵
》
鱗
騨
識
鴫
腫
吐
‐
騨
陣
込
口
聡
蕊
蟻
鵜

竃
の
○
ロ
ロ
ン
の
六
○
ｍ
ｍ
へ
〈
２
〉

ミ
セ
ス
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン

ボ
デ
ン
マ
ー
ク
領
事
ビ
ー
・
エ
フ
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
氏
犬
人

¥ 鎧

爵
餓

撫騨#》 ！蝋：

Ｅ
弗

穂一:Ｆｊ

ＩＥ
上曙

襲
蕊
蕊
蕊

’
9７

：
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モ
ン
ロ
ー
ル
と
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ッ
キ
ー
。
す
べ
て
ホ
ー
ム
メ
イ

ド
。
ま
だ
あ
っ
た
。
ツ
リ
ー
の
傍
に
飾
っ
て
い
る
可
愛
い
家
で
、

こ
れ
は
ク
ッ
キ
ー
ハ
ウ
ス
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
終
っ
た
ら
食
べ
ま

す
。
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
、
窓
と
か
煙
突
と
か
好

き
な
と
こ
ろ
を
食
べ
ま
す
ね
。
帰
り
し
た
に
窓
粋
を
ひ
ょ
い
と
掴

ん
で
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
と
、
こ
れ
は
ミ
セ
ス
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
。
固
い

で
す
よ
。

◇

日
本
で
は
ど
こ
が
一
番
好
き
で
す
か
？
も
ち
ろ
ん
神
戸
で
す

神
戸
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？
横
か
ら
長
男
の
ペ
ル

令
胃
）
君
が
か
わ
っ
て
答
え
る
。
「
山
が
あ
っ
て
、
海
が
あ
っ
て

そ
れ
に
は
さ
ま
れ
て
、
気
軽
に
ど
こ
へ
も
行
け
て
、
何
よ
り
木
が

沢
山
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
と
ひ
と
が
や
さ
し
い
で
す
」

ペ
ル
君
は
十
五
歳
の
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
生
。
映

画
が
好
き
で
よ
く
見
に
行
く
。
将
来
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
生
態

学
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
科
学
者
の
卵
君
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ

は
帰
ら
ず
ア
メ
リ
カ
女
性
と
結
婚
し
た
い
ら
し
い
。

◇

神
戸
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
は
五
、
六
フ
ァ
ミ
リ
ー
し
か
い
な

い
。
さ
び
し
く
な
い
で
す
か
？
さ
び
し
が
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
が
私
は
さ
び
し
く
な
い
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
以
外
に
も
外

国
の
人
と
つ
き
合
っ
て
い
ま
す
し
、
日
本
の
友
だ
ち
も
多
勢
い
ま

す
か
ら
。

週
に
一
回
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
図
書
の
整
理
な
ど

を
手
伝
い
に
行
く
。
他
の
日
は
暇
な
の
で
す
か
？
ノ
ウ
、
と
て
も

忙
し
い
で
す
。
プ
リ
１
ダ
イ
ム
忙
し
い
で
す
。
と
お
っ
し
ゃ
る
。

観
光
案
内
の
役
目
が
あ
る
の
だ
。
直
接
面
識
の
な
い
人
、
た
と
え

ば
友
だ
ち
の
友
だ
ち
の
ま
た
友
だ
ち
か
ら
案
内
し
て
下
さ
い
と
電

話
が
か
か
っ
て
く
る
。
京
都
、
奈
良
の
ガ
イ
ド
な
ら
任
し
て
お
い

て
下
さ
い
と
い
う
位
よ
く
ご
存
知
ら
し
い
。
京
都
の
○
○
寺
と
か

…
…
と
お
っ
し
ゃ
る
が
、
そ
の
○
○
が
分
ら
な
い
。
ハ
ァ
？
と

聞
き
返
す
と
一
一
コ
一
一
コ
笑
っ
て
、
お
寺
の
名
前
で
分
ら
な
い
と
き

は
私
に
聞
い
て
下
さ
い
。◇

れ
は
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い
ら
し
い
。

◇

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
が
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
部
屋
で
は

暖
炉
の
な
か
で
三
田
か
ら
取
り
寄
せ
た
太
い
薪
が
赤
々
と
燃
え
て

い
る
。
窓
ぎ
わ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
み
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ

な
ん
か
の
ツ
リ
ー
と
は
違
う
で
し
ょ
う
と
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

華
や
か
さ
は
な
い
が
素
朴
な
感
じ
が
あ
る
。

「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
他
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
ど
う
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
マ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
は
、
一
つ
一
つ
の
飾
り
を
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
で
つ
く
り
ま
す
」
。
小
銭
入
れ
の
よ
う
に
な
っ
た
飾
り
も
の
は

中
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
入
れ
た
り
す
る
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖

か
さ
が
あ
る
。

ど
う
ぞ
と
す
す
め
て
く
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ
キ
ー
。
コ
ー
ヒ

ー
ポ
ッ
ト
は
銅
製
で
こ
れ
も
ク
リ
ス
マ
ス
用
。
ク
ッ
キ
ー
は
シ
ナ

写真上／昨年1 2 月1 3 日神戸外人倶楽部で行われたルシア祭から。
ルシア姫をはじめ可愛い子供たちを中心に参会者の誰もかれも

が手をとりあって、会場から舞台へと踊りの輪を繰り広げるとき
フエスタは最高潮になる。この日、コーラスを披露した神戸士隈
合唱団は６月にスウェーデンへ行くことになっている。
写真左／２年連続ルシア姫に選ばれたカリンちゃん。
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が
あ
る
。
毎
年
十
三
日
に
本
国
は
も
ち
ろ
ん
世
界
各
地
で
祝
う
。

こ
こ
で
少
し
ル
シ
ア
祭
に
触
れ
て
お
こ
う
。

◇

伝
説
に
よ
る
と
Ｂ
Ｃ
川
百
年
頃
、
シ
シ
リ
ー
島
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス

に
ル
シ
ア
と
い
う
名
の
美
少
女
が
い
た
。
金
髪
で
そ
の
目
は
と
て

も
美
し
か
っ
た
。
こ
の
ル
シ
ア
を
異
教
徒
の
盲
目
の
美
青
年
が
熱

愛
し
、
ル
シ
ア
は
神
に
自
ら
の
目
を
盲
目
の
恋
人
に
捧
げ
た
い
と

祈
る
。
神
は
ル
シ
ア
の
こ
の
美
し
い
心
に
打
た
れ
、
ル
シ
ア
に
さ

ら
に
美
し
い
目
を
給
っ
た
。
ル
シ
ア
は
そ
の
後
殉
教
徒
と
な
り
、

そ
の
命
Ⅱ
が
十
二
月
十
三
Ｈ
な
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
Ⅱ

は
北
欧
で
は
一
年
中
で
最
も
夜
の
長
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

こ
の
Ｈ
が
過
ぎ
る
と
昼
が
少
し
ず
つ
長
く
な
り
、
北
欧
の
人
に
と

っ
て
は
と
て
も
待
ち
遠
し
い
日
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ル
シ
ア
の
伝
説
と
ラ
テ
ン
語
で
「
光
」
を
意
味
す
る
ル
シ

ア
が
結
び
つ
い
て
今
か
ら
百
五
十
年
ほ
ど
前
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
ル
シ
ア
祭
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
の
日
、
一
般
か
ら
選
ば
れ
た
ル
シ
ア
姫
は
純
白
の
ロ
ー
ブ
を

ま
と
い
、
朝
の
五
時
か
ら
お
供
を
し
た
が
え
て
、
王
宮
の
術
兵
、

ｆ
供
病
院
を
訪
れ
、
お
も
ち
ゃ
や
人
形
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
老
人

ホ
ー
ム
で
は
ル
シ
ア
の
歌
を
う
た
う
。
午
後
か
ら
は
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
蚊
冠
式
で
は
七
本
の
ロ
ウ
ソ
ク
を
頂

い
た
王
冠
が
授
与
さ
れ
る
。
こ
の
王
冠
は
「
ミ
ル
テ
ン
フ
ラ
ン
ス
」

、
、
、

と
い
い
、
そ
の
白
い
花
は
ビ
ー
ナ
ス
の
神
木
と
い
わ
れ
る
ふ
と
も

、も
科
の
常
緑
樹
で
つ
く
ら
れ
る
。
｝
」
の
王
冠
の
授
与
は
毎
年
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
の
授
賀
将
の
下
で
行
わ
れ
る
。
一
九
六
八
年
は
故
川

端
康
成
氏
が
金
髪
碧
眼
の
ル
シ
ァ
姫
に
王
冠
を
贈
っ
た
。
ル
シ
ァ

姫
は
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
、
学
校
、
諸
団
体
、
そ
し
て

各
家
庭
か
ら
も
生
ま
れ
、
数
万
の
ル
シ
ア
姫
が
祭
を
嘘
り
あ
げ
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
真
夜
中
の
一
時
や
二
時
ま
で
賑
わ
う
。
ま

た
祭
の
バ
ッ
ジ
や
女
王
の
プ
ロ
マ
イ
ド
も
売
ら
れ
、
そ
の
売
り
上

げ
は
社
会
事
業
へ
寄
付
さ
れ
る
。
美
し
い
ル
シ
ァ
姫
と
暖
か
い
善

意
の
心
が
一
緒
に
な
っ
た
フ
ェ
ス
タ
ー
そ
れ
が
ル
シ
ァ
祭
だ
。

こ
の
ル
シ
ア
祭
は
神
戸
で
も
一
五
年
前
か
ら
行
わ
れ
（
途
中
、

大
阪
で
開
催
）
、
一
九
七
三
、
四
年
の
ル
シ
ア
娘
が
カ
リ
ン
さ
ん

私
は
こ
れ
が
好
き
で
す
と
、
自
然
の
樹
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
花

活
け
や
扉
風
を
み
せ
て
頂
く
。
こ
の
家
は
以
前
、
一
九
二
○
年

頃
に
上
海
か
ら
来
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
使
っ
て
い
た
の
で
、
何
と

な
く
中
国
瓜
の
テ
ｉ
プ
ル
と
椅
子
も
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら
の
お
乎

伝
い
さ
ん
が
今
も
働
い
て
い
る
七
十
阿
歳
の
、
本
人
の
お
婆
さ
ん

「
オ
バ
」
「
オ
バ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
長
女
の
カ
リ
ン
（
周
胃
目
）

さ
ん
は
こ
の
「
オ
バ
」
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
Ⅱ
本
語
を
教
わ
っ
た
そ
う

だ
。

◇

北
欧
の
人
た
ち
は
年
に
一
度
集
っ
て
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ァ
ン
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
く
。
こ
れ
が
大
体
十
一
月
で
各
国
の
人
た
ち
が
集

ま
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
は
各
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
祝
う
。
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

は
よ
く
行
か
れ
ま
す
か
？
あ
ま
り
行
か
な
い
で
す
。
家
が
一
番

で
す
ね
。
ト
ー
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
フ
ェ
ス
タ
、
ル
シ
ア
祭

写真上／シナモンロールとハート形や星
形の可愛いジンジャークッキー
写真下／これがクツキーハウスです
写真右／ミセス・ヨハンソン、ペル君、
カリンちゃん。ツリーの前で

砿

星
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Ⅱ
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
（
事
務
局
神
戸
市
生
Ⅲ
区
浪
花
町
”

雑
誌
、
フ
ィ
ル
ム
な
ど
が
氾
濫
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
あ
れ
は
金
も
う
け
の
た
め
で
す
よ
。
そ
れ
に
セ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
の
考
え
が
日
本
と
大
い
に
違
う
。
結
婚
す
る
前
の
セ
ッ
ク

ス
は
当
た
り
前
で
、
た
と
え
結
婚
に
到
ら
ず
別
れ
て
も
お
互
い
傷

れ
て
い
る
作
業
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ス
ウ
ェ

つ
く
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

と
日
本
人
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
観
の
誤
り
を

ま
ず
指
摘
。
反
面
、
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
を
考
案
し
た
の
は
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
で
あ
り
、
ま
た
、
現
在
改
築
中
の
奈
良
大
仏
殿
に
使
わ

い
う
よ
う
な
こ
と
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
一
国
の
真
の
姿
を

理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に

一
部
の
み
が
肥
大
し
て
認
識
（
誤
認
？
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
両

し
て
こ
ら
れ
た
が
、
関
西
Ｈ
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
の
き
り
も
り

体
、
個
人
、
終
身
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
年
会
費
二
万
円
、
二
千

に
多
忙
な
毎
日
で
あ
る
。
松
本
さ
ん
は
、

も
つ
個
人
、
団
体
で
結
成
さ
れ
、
創
立
十
五
年
を
迎
え
た
。
会
員

興
銀
ビ
ル
電
話
三
九
一
’
七
二
近
一
）
同
協
会
は
、
関
西
在
住

円
、
三
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

◇

は
Ⅱ
両
名
を
越
え
て
い
る
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
会
誌
の
発
行

な
の
だ
ｃ
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
在
学
で
十
三
歳
。
こ
の
日
も
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
練
習
で
遅
く
な
っ
て
帰
宅
。
「
オ
バ
」
仕
込
み
の
Ⅲ
本

語
は
Ｈ
本
人
な
み
と
い
う
の
に
と
う
と
う
一
言
も
し
ゃ
べ
っ
て
く

れ
な
か
っ
た
。
丁
度
、
恥
し
い
年
頃
で
す
か
ら
と
ミ
セ
ス
・
ヨ
ハ

ン
ソ
ン
◎

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
の
国
だ
と
い
わ
れ
ポ
ル
ノ

の
開
催
な
ど
を
行
な
い
、
資
料
室
も
お
か
れ
て
い
る
。
会
員
は
団

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済
、
社
会
、
文
化
紹
介
の
講
演
会
、
展
示
会

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
を
愛
し
、
興
味
と
関
心
を

「
英
文
毎
日
」
時
代
か
ら
諸
外
国
と
日
本
と
の
文
化

事
務
局
長
は
松
本
楢
雄
さ
ん
（
ガ
デ
リ
ウ
ス
株
式
会
社
勤
務
）

く

川
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
友
好
に
貢
献
し
て
い

ｌ
デ
ン
製
で
あ
一
る
と

交
流
に
尽
力

る
の
が
関
西

国
民
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
だ
ろ
う
。

◇

松
本
さ
ん
か
ら
伺
っ
た
神
戸
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
の
古
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
こ
ん
な
話
が
あ
る
。

浦
和
に
黒
船
が
来
た
五
年
の
ち
の
こ
と
。
ガ
デ
リ
ウ
ス
商
会

（
現
ガ
デ
リ
ウ
ス
㈱
）
の
副
社
長
ハ
ー
マ
ン
・
マ
ル
テ
ィ
メ
ー
ル

・
ト
ロ
チ
ッ
ピ
が
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
で
働
い
て
い
た
と
き
、

井
ｋ
馨
と
伊
藤
博
文
が
欧
州
へ
留
学
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
イ
ギ

リ
ス
船
に
乗
せ
る
な
ど
世
話
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

伊
藤
博
文
は
初
代
兵
庫
県
知
事
と
し
て
神
戸
へ
赴
任
し
て
来
た
が

そ
の
と
き
、
ト
ロ
チ
ッ
ビ
は
神
戸
の
居
留
地
の
警
察
署
長
と
し
て

外
国
人
の
代
表
者
と
な
っ
て
い
た
。
彼
に
恩
義
の
あ
る
博
文
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
彼
を
大
事
に
し
た
と
い
う
。

◇

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
主
食
は
ポ
テ
ト
。
ミ
ー
ト
ポ
ー
ル
や
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
ニ
シ
ン
な
ど
も
多
く
の
家
庭
の
食
卓
を
賑
わ
す
。
ま

た
こ
れ
ら
に
野
菜
ま
ど
を
加
え
て
大
テ
ー
ブ
ル
に
の
せ
好
み
の
も

の
を
と
る
方
式
ｌ
ス
メ
ル
ゴ
桑
ボ
‐
ド
は
日
本
で
は
バ
イ
キ
ン

グ
料
理
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ス
メ
ル
ゴ
ー
ス
は
、
バ
タ
ー

つ
き
パ
ン
に
チ
ー
ズ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
レ
バ
ー
・
ペ
ー
ス
ト
な
ど

を
の
せ
た
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
特

に
好
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
焼
酎
に
当
た
る
ア
ク
ア
ビ
ッ
ト
は
と

て
も
強
い
酒
で
冷
や
し
て
独
特
の
グ
ラ
ス
で
飲
む
そ
う
だ
。

ヨ
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
の
お
宅
で
も
こ
れ
ら
の
料
理
を
つ
く
る
が
、

、
、

、
、
ヘ
セ
ス
・
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
は
、
旅
行
へ
行
く
と
き
に
は
必
ず
の
り
と

漬
け
蝋
の
を
持
っ
て
出
る
ほ
ど
の
日
本
食
フ
ァ
ン
で
も
あ
る
。
こ

の
頃
は
ス
テ
ー
キ
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
、
と
お
っ
し
ゃ

る
。
余
り
に
高
過
ぎ
る
の
だ
。
物
価
高
騰
の
波
は
在
神
外
国
人
の

日
常
生
活
を
も
お
び
や
か
し
て
い
る
。

◇

帰
り
が
け
に
改
め
て
家
の
周
囲
を
み
る
と
桜
の
木
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
春
と
も
な
る
と
謝
酒
な
家
と
相
ま
っ
て
ス
テ
キ
な
風
景
と

な
る
に
違
い
な
い
。
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
同
様
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
も
の
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

易

’
0０
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村上啓平白石弘子

ナイロンパン多タロンオーテロロンメロンパトロンバ
ロンアランドロン結論もちろんゆめのＳａｌｏｎ

甥

アカデミー神戸ゆめのS a l o n小さな学校

1 9 7 5 年度のアカデミー神戸ゆめのs a l o n の
発表会は国際会館５階ホール展示篭で1 1 月
1 5 日( 土) 1 6 日（日）に行ないます。

☆
各
種
教
室

ご
あ
ん
な
い

●
バ
イ
オ
リ
ン

大
森
薦

●
フ
ル
ー
卜

福
田
園
人

●
ギ
タ
ー

松
原
利
一

広
松
道
雄

●
琴
マ江

洲
道
保

●
小
学
生
の
英
会
話

野
原
市
子

●
雲
白東

浦
盛
之
助

●
・
ヘ
ン
習
字

東
浦
盛
之
助

●
刺
繍
鈴
木
上
サ

●
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

浜
野
桂
子

●
人
形
韓
根
伸
己

●
華
道
織
瀞
榊
）

吉
松
春
洲

中
筋
洋
州

●
茶
道
愈
千
選

尚
松
春
潮

●
和
裁
郵
螺
綻
燃

谷
口
ハ
ル
矛

●
着
物
の
着
付

京
都
き
も
の
学
院

識
師１０１

豆五位の池石井訂 5 平野アカデミー神戸ゆめのｓａｌｏｎ教室
神戸市兵庫区熊野町| 丁目７３( 〒6 5 2 ）
ＴＥＬ（0 7 8 ）５１１－８９４３
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議 瀞 識 霧 一 鶴

リ

● 誉 Ⅶ 再 嗣 梧 罫 義 ユ 岸 Ｆ Ａ Ｓ 〃 膳 蔀 費 浄 〈 ‐

蔦 計 弓 闘 鑑 浄 冒 詳 言 ご ソ ー 輪 三 岸 く ＆ ｅ 丙 浄 誉

汁 琴 ソ コ 叫 峠 》 酷 存 否 。 一 一 一 蒜 ！ 庁 胤 ↑ ず ｕ ｓ 費 何

ｓ 卿 高 一 捌 ｓ 謡 ・ 弓 雪 一 一 気 一 一 一 戸 三 一 一 三 ﹈ ． 〃 輯 票 三 ﹈ ・ Ｉ

韮 胤 斗 。

● 斤 何 び 乱 〃 何 Ｇ Ｉ 幸 畔 一 吉 ワ 汽 行 八 片 〈 苦 一 惟 一

叶 雲 ｇ Ａ 争 舛 斗 伊 苛 報 ｓ 侍 騎 琴 響 熟 蝶 三 「 一 劃

一 一 ヨ 識 降 雪 三 三 ″ 部 Ｆ Ａ 何 門 ｌ 泰 作 国 頭 費 伊 Ｊ

八 ． 鑑 Ｊ ｌ Ｏ 宰 室 汽 汁 謡 嵐 “ 呉 汁 嵐 〃 謡 Ｅ

三 〃 嶋 琶 弓 一 一 一 戸 誰 ヨ ー ー ﹈ ● ″ 汁 吟 一 ｛ 一 〃 「 淳 一 淵 感 、

計 〒 一 斤 学 室 費 母 が 何 斤 貢 戦 費 Ｏ 畔 玲 斗 。 向 背

瓦 ″ 汁 毒 田 ｓ 詳 一 ″ 和 毎 ｓ 薯 〃 誠 詞 弧 斤 Ｓ Ｊ 計

淘 吾 ｅ 蒔 吋 二 一 』 ワ 育 行 計 罵 梧 言 覇 烏 Ｓ 雲 巾 寓 汗

言 著 庁 函 苛 舌 耕 斗 。

● 雪 一 一 詞 〃 冨 亘 一 一 一 」 ． ’ 華 ｓ 蝶 三 瓦 〃 ず 酷 両 輪 一 一 一 『 作

溺

ざ Ｊ 琴 苓 計 鞘 室 識 再 陰 録 音 バ 行 蛾 ０ 八 〃 零 議

陸 暴 挙 ｓ 濁 吾 ｓ ’ 一 一 ﹈ ・ ト ラ ツ 望 壷 費 牒 汽 昌 も Ａ 々 》

甥 寺 貴 「 粋 人 心 吠 ご 」 涌 捌 雲 洋 ｓ 一 一 作 鍔 舜

が 庁 些 ６ 八 ｓ 淘 三 § 一 一 一 ﹈ ・ 峠 Ｓ ｌ 喜 嘉 費 嬬 向 ず き

玲 匙 ｌ ｏ ｎ ｓ １ 羊 費 状 ． 当 牝 奄 一 八 Ｆ 酷 。 汁 ｓ 鑑 〃

１ ０ 奔 慧 洋 卜 鴬 熱 ｓ 区 画 騰 隠 Ｓ 咋 容 胤 行 貯

呼 。 垂 重 き ふ け Ｆ 傍 与 ① 皆 八 Ｆ 緋 心 神 牒 当 （

争 沙 が 蕗 一 室 （ 奔 野 行 撫 封 ｓ 侍 留 針 謡 ″ 部 Ｆ Ａ

顎 鳶 ｓ 祷 買 箪 汽 諒 罰 峡 き 計 宮 一 八 ｓ 幣 斗 。

● 何 何 誉 守 画 欝 議 事 呼 略 汁 行 誌 庁 向 い 〃 淘 弓

雷 詩 汽 河 雪 ↑ す 侭 訓 画 寓 糾 卜 誉 嘩 卦 厩 片 、 堅

－ 管 胤 叫 汁 苦 辱 胤 斗 費 ″ 何 ｓ 薦 提 伊 が 輪 一 一 一 』 ， 角

－ て 登 録 ｄ 庁 汁 崇 汽 獅 吾 ｓ 三 二 門 塗 ● 匙 Ｉ が 狩 吉 色 ．

－ 将 〃 難 ｓ く 毒 １ ピ ト ー バ 儒 誉 映 巻 小 貯 》 。 録

ご 汁 冒 卜 礁 掛 が ｅ 小 寺 皆 … … 。 こ く 輔 蛮 今 ）
》｡
； 霊＃ 、Ⅲ
冊
囲
・
肘
▲

４
１
僻
前
・
丑

室
淵
男
翻
>
､
鮮
画
ラ
W
I
S
＃
誌
・
報
・
針

再
己
・
ト
ー
Ⅶ
十
斗
遡
鵡
呉 弓4
1+
Ｓ研
湘

<、
〉､
1,
一こ
ぐ雪
雌維
．＞

③ピ
ム､
噸､
{火
易一
、1
ｓ､
ﾛ|
毒

ロ い
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函雷認隠藷罰璽

●このすまいも町中ではなく、いわゆる郊外
に建っているのですから、タウンハウスとは
いいにくいわけで、「山御影ハイテラス」と
名づけられています。“テラスハウス, , という
呼び方は、戦後住宅公団がこの連棟式の２階
建お庭付を団地に建てたのによく使ってきま
した。イギリスなどでも使われている呼び方
です。

●この６戸のすまいは、御影の山の眺めのい
い造成地に並んでいます。４池６５というコ
ンパクトな間口で、海の見えるお庭と前庭の
カーポートのスペースを確保して並んでいま
す。角のお家だけが若干変形タイプです。一
階に食堂と台所、たいていは居間に使われる
であろう洋室、二階に同じく洋室と和室、そ
して三階にまた洋室という椎成です。高さ１０
郡以内という第一種住宅専用区域の規定のな
かで、傾斜のある屋根をかけて屋根裏部屋を
とるという設計はこういったタウンハウスの
典型的な手法です。間口が４柳６５ですから
間口方向に二つの部屋はとらないで、一つだ
け洋室を畳で1 0 帖大の広さで大きくとってい
るので使いやすいだろうと思います。

●間口をコンパクトにして、しかもお庭つき
で上から下まで自分の家というこのタイプは
部屋が上下に別れて上ったり下ったb の活動
がわずらわしい、そして結局、昼は下夜は上
と生活が分れてしまって、せっかくの1 0 0 ㎡
という広さも半分づつしか使えないじゃない
かという意見もあるので、一度このタイプの
住い方の実態調査を紹介しなければ、と思っ
ています。（水谷頴介）ｊ矛

Ｉ
氷
蒼
願
介
ま
‐
…

「
山
御
影
ハ
イ
テ
ラ
ス
」

〈
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
②
》

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
、

△南側からみた『山御影ハイテラス」

認
駕
篭

劃

鴬蝿闇噌熱翰
動祷争維一

▲
北
側
正
面

▲
Ａ
型
間
取
り

ﾆ ｰ 宇騒里 _ _ 出庁一…１－… ｡ ･ 麹

祷琴讃講樵熱

蕊雪解

( 健力ニツケ不動産） 毎Ｆ

'溌了;学【
庫癒砥曲げ

散醇輪狼

1０３
四画

? や①⑥罰

砦鍋
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占
本
屋
が
最
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
た
の
は
現
在
の
国
鉄
元
町

☆
現
在
の
元
町
駅
付
近
が
〃
古
本
屋
の
メ
ッ
カ
〃

今
Ⅱ
で
も
神
戸
市
に
古
本
屋
の
数
は
か
な
り
あ
る
が
、
一
昔
前

に
比
べ
る
と
、
人
口
数
の
ふ
え
た
割
に
は
ふ
え
て
い
な
い
。
兵
庫

県
古
書
緋
商
協
組
の
洲
在
に
よ
る
と
、
神
戸
市
内
の
呪
在
数
は
百

二
、
三
十
店
で
こ
の
数
は
昭
和
六
、
七
年
か
ら
十
二
、
三
年
へ
か

け
て
の
一
番
の
繁
同
期
と
同
数
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
が
変

わ
っ
て
い
て
、
古
木
屋
と
い
っ
て
も
同
時
に
貸
本
屋
を
脈
ね
て
い

る
店
や
貸
本
専
門
店
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
理
山
は
い
ろ
い
ろ
あ
ろ
う
が
、
要
す
る
に
テ
レ
ビ
の
普
及

や
名
種
レ
ジ
ャ
ー
の
増
加
の
た
め
戦
後
は
一
般
に
本
を
読
む
階
刑

が
減
少
し
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め
高
い
本
や
雑
誌
を
買
わ
ず

に
借
り
て
読
む
人
が
ふ
え
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
と
は

い
っ
て
も
門
本
へ
の
一
般
の
関
心
が
減
少
し
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
い
や
あ
る
恵
味
で
は
戦
前
以
上
に
古
い
珍
本
や
記
録
文
書
な

ど
を
探
す
フ
ァ
ン
の
数
は
ふ
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
も

古
書
を
一
種
の
骨
董
品
視
し
た
む
き
が
多
い
よ
う
で
、
真
に
自
分

の
勉
強
の
必
要
上
か
ら
求
め
る
人
は
減
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
近
年

来
古
書
の
再
版
も
の
が
ど
し
ど
し
作
ら
れ
て
い
る
し
、
借
り
て
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
で
写
す
手
が
あ
る
こ
と
な
ど
も
そ
の
理
由
の
一
つ
だ
ろ

鎧
っ
Ｏ

「
い
や
、
大
正
米
か
ら
昭
和
十
二
、
三
年
頃
へ
か
け
て
の
占
本

屋
街
の
活
況
は
今
、
の
神
戸
の
古
本
屋
に
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん

ね
。
思
想
書
、
哲
学
書
、
外
国
文
芸
書
を
探
す
イ
ン
テ
リ
や
左
翼

学
生
、
ま
た
参
考
書
を
買
い
に
く
る
中
学
生
が
元
町
、
三
宮
や
上

筒
井
方
面
の
古
本
屋
街
に
は
今
Ⅱ
と
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
た

く
さ
ん
兄
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
を
売
り
に
く
る
学
生
な

ど
の
客
も
多
か
っ
た
。
売
っ
た
代
金
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
に
行
っ

た
り
、
映
面
を
兄
に
ゆ
く
彼
ら
の
う
し
ろ
姿
を
今
で
も
思
い
出
し

装
の
豪
華
本
を
あ
が
な
っ
た
時
の
感
動
を
今
も
昨
Ｈ
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
書
物
は
男
の
衣
裳
と
よ
く
い
わ

れ
る
が
、
そ
の
通
り
だ
と
い
う
気
が
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の

１
０４

九
町
方
面
の
古
本
賭
へ
は
特
に
よ

○

■ 、

。[二１１

出
掛
け
た
が
、

虫
ー

の
鯉
川
筋
西
側
か
ら
阪
神
電
鉄
元
町
駅
西
口
へ
の
一
帯
に
か
け
て

十
数
軒
の
古
本
屋
が
集
ま
っ
て
い
て
〃
古
本
屋
の
メ
ッ
カ
〃
の
観

さ
え
あ
っ
た
。

フ
ァ
ン
の
一
人
だ
が
、
三
宮
、

く
立
ち
寄
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 ５

あ
お
ば
し
げ
る

古
本
屋
繁
昌
（
上
）

○

学
校
の
帰
り
な
ど
そ
う
多
く
な
い
金
を
ふ
と
こ
ろ

）ー

古
本
屋
は
こ
の
辺
だ
け
で
ま
く
、
神
戸
全
市
に
あ
っ
た
わ
け
だ

が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
元
町
一
帯
が
一
番
多
か
っ
た
。
東
か
ら
拾

っ
て
み
る
と
、
生
田
神
社
周
辺
に
は
先
に
書
い
た
朝
倉
書
店
、
三

角
市
場
へ
行
く
通
り
に
長
田
書
店
、
南
に
下
が
っ
て
今
の
セ
ン
タ

駅
付
近
だ
っ
た
。
今
は
そ
の
風
景
は
全
然
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が

当
時
は
路
上
駅
の
三
宮
駅
が
今
の
元
町
駅
に
あ
っ
て
、
そ
の
西
方

関
学
の
学
生
時
代
い
ち
ば
ん
よ
く

ま
す
よ
」
と
な
つ
か
し
そ
う
に
往
時
を
語
る
の
は
、
文
紀
書
房
（
有

限
会
社
、
元
町
通
六
丁
目
二
六
）
の
店
主
坂
本
栄
一
氏
で
あ
る
。

－
街
と
生
田
神
社
前
の
本
通
り
と
交
叉
す
る
あ
た
り
に
ロ
ゴ
ス
書

い
え
ば
筆
者
自
身
も
古
本
屋
に
よ
く
出
入
り
し
た
当
時
の

一
）
、郎

蔵
書
の
四
角
朱
印
ま
で
押
し
て
あ
っ
た
）
を
手
に
入
れ
た
時
の

喜
び
や
国
鉄
元
町
駅
前
の
古
本
屋
街
の
一
粁
（
名
前
は
忘
れ
た

が
）
で
神
戸
と
縁
の
深
い
純
粋
な
詩
人
「
三
富
朽
葉
詩
集
」
の
金

踊
ら
せ
な
が
ら
凡
て
回
り
、
思
わ
ぬ
収
謹
の
あ
っ
た
Ⅱ
な
ど
は
家

に
州
っ
て
も
感
激
で
寝
つ
か
れ
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
。
昭
和
初
期
現
在

の
生
川
神
社
の
す
ぐ
南
側
に
あ
っ
た
棚
倉
書
店
で
ユ
ー
ジ
ン
・
オ

ニ
ー
ル
の
原
書
「
愉
の
木
の
下
の
欲
望
」
（
し
か
も
、
谷
崎
潤
一

そ
う

一
そ
れ
で
も
古
書
や
古
雑
誌
の
み
つ
け
も
の
は
な
い
か
と
胸
を
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部
や
警
察
な
ど
か
ら
排
斥
さ
れ
出
し
た
欧
米
文
化
の
香
り
を
逆
に

求
め
て
、
私
な
ど
も
ロ
ゴ
ス
に
よ
く
出
か
け
て
た
ま
に
は
洋
書
を

買
っ
た
が
、
欧
米
の
現
況
を
知
る
唯
一
の
雑
誌
と
も
い
え
る
君

ル
パ
ン
」
（
第
一
書
房
刊
）
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
何
冊
か
買
っ

て
帰
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
さ
て
、
三
宮
か
ら
元
町
方
面
へ
来

る
と
、
大
崎
書
店
、
谷
神
港
堂
、
山
本
書
店
、
高
田
書
店
、
勉
強

堂
、
大
石
書
店
、
杉
野
書
店
、
今
井
書
店
、
沢
田
書
店
、
鉢
木
書

店
、
ベ
ル
グ
書
店
、
藤
田
書
店
な
ど
多
士
さ
い
さ
い
、
鉢
木
の
オ

ヤ
ジ
さ
ん
は
版
画
が
好
き
で
版
両
関
係
書
が
多
く
、
ま
た
ベ
ル
グ

の
主
人
は
山
が
好
き
で
そ
の
名
を
と
っ
て
店
名
に
し
た
ら
し
く
、

山
岳
書
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
店
が
空
襲
で
全
部
焼
け
た
の
だ

か
ら
、
今
か
ら
思
え
ば
、
書
籍
の
文
化
財
を
ず
い
ぶ
ん
多
く
焼
失

し
た
も
の
だ
と
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

元
町
の
本
通
り
に
は
じ
め
て
古
本
屋
が
登
場
し
た
の
は
、
昭
和

六
年
の
土
井
書
店
で
あ
る
。
土
井
文
治
氏
（
す
で
に
九
十
歳
以

上
）
は
そ
れ
ま
で
勉
強
堂
を
経
営
し
て
い
た
が
、
そ
こ
を
売
っ
て

本
通
り
に
進
出
し
た
わ
け
だ
。
当
時
元
町
に
は
古
本
屋
だ
け
で
友

く
て
新
本
専
門
店
も
多
か
っ
た
。
著
名
な
川
瀬
書
店
（
元
町
通
一

丁
目
）
は
じ
め
海
文
堂
（
大
正
七
年
か
ら
元
町
三
、
海
事
関
係
の

本
を
一
手
販
売
）
、
丸
善
（
大
正
十
二
年
か
ら
居
留
地
で
、
の
ち

元
町
一
へ
、
洋
書
専
門
）
、
宝
文
館
（
明
治
十
四
年
か
ら
元
町
五
）

日
東
館
（
宝
文
館
の
な
な
め
向
い
）
、
福
音
社
（
元
町
三
）
な
ど

が
あ
っ
た
。
宝
文
館
は
学
校
関
係
の
本
が
多
く
、
当
事
市
内
の
学

校
図
書
の
専
門
店
の
観
が
あ
っ
た
が
、
学
校
帰
り
の
男
女
の
中
、

小
学
生
が
店
内
に
む
ら
が
っ
て
い
た
風
景
を
今
で
も
お
ぼ
え
て
い

る
市
民
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
新
本
店
が
今

も
残
っ
て
営
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶
の
い
た
り
だ
が
、
あ

の
頃
多
種
類
の
古
本
を
集
め
て
い
て
特
に
学
生
や
イ
ン
テ
リ
の
出

は
入
り
の
多
か
っ
た
古
本
屋
第
一
号
の
土
井
書
店
と
川
瀬
書
店
が

空
襲
で
焼
失
し
た
ま
ま
な
の
は
惜
し
ま
れ
る
。
も
っ
と
も
川
瀬
書

店
の
方
は
関
学
付
近
に
あ
る
仁
川
店
が
今
日
も
営
業
を
つ
づ
け
て

い
る
が
…
…
。
（
四
九
・
十
二
・
一
九
記
）

（
後
記
）
こ
の
記
事
作
成
に
は
主
と
し
て
坂
本
文
紀
書
房
店
主
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
礼
を
申
し
ま
す
。

△現在の元町駅の位置にあった国鉄三宮駅（明治後期）
写真提供荒尾親成氏

店
が
あ
っ
た
。
朝
倉
書
店
は
美
術
と
文
芸
の
本
が
多
か
っ
た
。
長

田
書
店
は
大
正
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
ロ
ゴ
ス
は
洋
書
が
多
く
、
店

主
の
前
田
梅
太
郎
氏
は
酒
豪
で
早
大
英
文
科
卒
の
イ
ン
テ
リ
だ
っ

た
た
め
、
客
に
は
特
に
当
時
の
知
識
階
級
の
連
中
が
多
か
っ
た
。

以
上
の
三
店
と
も
昭
和
二
十
年
春
の
神
戸
大
空
襲
で
焼
失
し
た
が

ロ
ゴ
ス
は
終
戦
後
し
ば
ら
く
元
町
迩
三
丁
目
の
下
あ
た
り
で
や
っ

て
い
た
が
、
い
つ
か
や
め
て
し
ま
っ
た
。
前
田
さ
ん
の
そ
の
後
は

知
ら
れ
て
い
な
い
。
支
那
事
変
が
始
ま
り
、
日
本
に
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
的
ム
ー
ド
が
し
だ
い
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
頃
、
よ
う
や
く
軍

△古本屋の面影はない現在の国鉄元町駅前
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